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1. 序論 

近年，合成開口レーダー (Synthetic Aperture 

Radar; SAR) 技術を利用したテラヘルツイメ

ージングが報告されている[1]．我々はテラヘ

ルツ SAR システムを実装評価し，テラヘルツ

技術の産業展開を検討している[2]． 

従来の SARでは 1軸を Frequency modulated- 

continuous wave (FMCW) 技術，それに直交し

た軸は直線スキャンによる合成開口技術を利

用して 2 次元高分解能画像を取得する． 

FMCW 方向の空間分解能は光速と周波数変調

幅で律速されるため，中心周波数が 0.3 THzの

場合，数 mmが限界となる．一方で，一般的な

非破壊検査の対象となる欠陥や異物は mm オ

ーダー以下であることから，検査装置には数

100 um以下の空間分解能が要求される． 

本研究では円形スキャンを行う Circular 

SAR (CSAR) [3]を用いて高分解能化を検討し

実証実験を行った． 

2. 原理 

CSAR とは，全方位角からの反射信号を取得

することで高分解能化を実現する SARである. 

光源と検出器は，測定領域を取り囲むように円

形軌道を描きスポットライト的に光を照射，回

転角ごとに反射信号を取得する．幾何配置から

算出した参照信号と取得信号との相関を取る

ことで，反射率分布を抽出する．上記の処理は

合成開口処理を 2 軸に展開していることに等

しい．よって，分解能は周波数変調幅によって

律速されず，幾何配置と信号波長に依存する合

成開口の分解能まで向上させることが可能と

なる．中心波長 1 mm (周波数 0.3 THzに相当)，

入射角に相当するオフナディア角を 60 deg と

した場合，強度における 3dB分解能は 170 um

となる．本研究では，再構成画面の pixel 毎に

参照信号 Beatmap (角度毎に並べた信号行列) 

を用意し再構成を行った． 

3. 結果 

 光源中心波長 1 mm，オフナディア角 60 deg

としてデルタ関数状の反射分布を持つ被検体

を CSAR で測定した．任意方向における被検

体のプロファイルを，シミュレーション結果と

ともに Figure 1に示す．被検体は，シミュレー

ションではデルタ関数の理想輝点，実験ではφ

0.5 mmの鋼球とした． 

実測した被検体のプロファイルはシミュレ

ーション結果とよく一致している．またその半

値全幅は 177 umとなり理論値に近い値を得る

ことができた．本発表では，この結果について

の詳細と現状の課題について報告する． 

 

 

Figure 1 Profile of CSAR image. 
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